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がくいんふくいんか
１か

　　　　　　



キリストは、だれですか







ヨハネ1:11～12　この方 (かた)はご自分 (じぶん)のくにに来 (こ)られたのに、ご自分 (じぶん)の民 (たみ)は受 (う)け入 (い)れなかった。しかし、この方 (かた)を受 (う)け入 (い)れた人々 (ひとびと)、すなわち、その名 (な)を信 (しん)じた人々 (ひとびと)には、神 (かみ)の子 (こ)どもとされる特権 (とっけん)をお与 (あた)えになった。

1.イエス・キリストは、いつからおられたのでしょうか
1）初 (はじ)めからみことばとして神様 (かみさま)とともにおられました
  - ことばは神様 (かみさま)です（ヨハ1:1～5）
2）世 (よ)に来 (こ)られてすべての人 (ひと)を照 (て)らす光 (ひかり)がありました
  - その方 (かた)がイエス・キリストです（ヨハ1:9～10）
3）イエス・キリストを受 (う)け入 (い)れて、その名 (な)を信 (しん)じた人々 (ひとびと)には、神 (かみ)の子 (こ)どもとされる特権 (とっけん)を与 (あた)えられました（ヨハ1:11～12）

2.バプテスマのヨハネがあかししました
1）バプテスマのヨハネは「主 (しゅ)の道 (みち)をまっすぐにせよと荒野 (あらの)で叫 (さけ)んでいる者 (もの)」でした（ヨハ1:23）
2）バプテスマのヨハネは「私 (わたし)は水 (みず)でバプテスマを授 (さず)けているが、あなたがたの中 (なか)に、あなたがたの知 (し)らない方 (かた)が立 (た)っておられます」と言 (い)いました（ヨハ1:26）
3）その方 (かた)がバプテスマのヨハネの後 (あと)に来 (こ)られるイエス・キリストです（ヨハ1:27）

3.イエス様 (さま)がバプテスマを受 (う)けた理由 (りゆう)があります
1）イエス様 (さま)は、「世 (よ)の罪 (つみ)を取 (と)り除 (のぞ)く神 (かみ)の小 (こ)羊 (ひつじ)」として来 (こ)られました（ヨハ1:29）
2）バプテスマのヨハネが水 (みず)でバプテスマを授 (さず)けた理由 (りゆう)は、イエス様 (さま)をイスラエルに現 (あら)わすためです（ヨハ1:31）
3）イエス様 (さま)は聖霊 (せいれい)によってバプテスマを授 (さず)ける方 (かた)です（ヨハ1:32～34）　　　　　　　

























聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)の日 (ひ)）のために、
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげみことばを
私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)することまで、すべてが礼拝 (れいはい)です


にちよう
じゅんび


聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）

　
神 (かみ)は霊 (れい)ですから、神 (かみ)を礼拝 (れいはい)する者 (もの)は、霊 (れい)とまことによって
礼拝 (れいはい)しなければなりません。（ヨハネ4:24）
礼拝 (れいはい)時間 (じかん)に必要 (ひつよう)なものを準備 (じゅんび)できたかチェックするのに使 (つか)ってください

聖書 (せいしょ)　　　　献金 (けんきん)　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む



　　　　　　　タイトル

　　　　　　　聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)
















今週 (こんしゅう)握 (にぎ)るみことば　　　　　　　　　　今週 (こんしゅう)の祈 (いの)りの課題 (かだい)
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がくいんふくいんか
２か


　　　　　　


カナの　こんれいに
こられた　りゆう







ヨハネ2:1～11　それから三日目 (みっかめ)に、ガリラヤのカナで婚礼 (こんれい)があって、そこにイエスの母 (はは)がいた。イエスも、また弟子 (でし)たちも、その婚礼 (こんれい)に招 (まね)かれた。ぶどう酒 (しゅ)がなくなったとき、母 (はは)がイエスに向 (む)かって「ぶどう酒 (しゅ)がありません」と言 (い)った。すると、イエスは母 (はは)に言 (い)われた。「あなたはわたしと何 (なん)の関係 (かんけい)があるのでしょう。女 (おんな)の方 (かた)。わたしの時 (とき)はまだ来 (き)ていません。」母 (はは)は手伝 (てつだ)いの人 (ひと)たちに言 (い)った。「あの方 (かた)が言 (い)われることを、何 (なん)でもしてあげてください。」さて、そこには、ユダヤ人 (じん)のきよめのしきたりによって、それぞれ八十 (はちじゅう)リットルから百二十 (ひゃくにじゅう)リットル入 (い)りの石 (いし)の水 (みず)がめが六 (むっ)つ置 (お)いてあった。イエスは彼 (かれ)らに言 (い)われた。「水 (みず)がめに水 (みず)を満 (み)たしなさい。」彼 (かれ)らは水 (みず)がめを縁 (ふち)までいっぱいにした。イエスは彼 (かれ)らに言 (い)われた。「さあ、今 (いま)くみなさい。そして宴会 (えんかい)の世話役 (せわやく)のところに持 (も)って行 (い)きなさい。」彼 (かれ)らは持 (も)って行 (い)った。宴会 (えんかい)の世話役 (せわやく)はぶどう酒 (しゅ)になったその水 (みず)を味 (あじ)わってみた。それがどこから来 (き)たのか、知 (し)らなかったので、――しかし、水 (みず)をくんだ手伝 (てつだ)いの者 (もの)たちは知 (し)っていた――彼 (かれ)は、花婿 (はなむこ)を呼 (よ)んで、言 (い)った。「だれでも初 (はじ)めに良 (よ)いぶどう酒 (しゅ)を出 (だ)し、人々 (ひとびと)が十分 (じゅうぶん)飲 (の)んだころになると、悪 (わる)いのを出 (だ)すものだが、あなたは良 (よ)いぶどう酒 (しゅ)をよくも今 (いま)まで取 (と)っておきました。」イエスはこのことを最初 (さいしょ)のしるしとしてガリラヤのカナで行 (おこ)ない、ご自分 (じぶん)の栄光 (えいこう)を現 (あら)わされた。それで、弟子 (でし)たちはイエスを信 (しん)じた。

1.すべての問題 (もんだい)のはじまりは家庭 (かてい)です
1）神様 (かみさま)がご自分 (じぶん)のかたちに人 (ひと)（男 (おとこ)と女 (おんな)）を創造 (そうぞう)されて、彼 (かれ)らを祝福 (しゅくふく)されました（創 (そう)1:27～28）
2）まず、女 (おんな)が神 (かみ)のようになって善悪 (ぜんあく)を知 (し)るようになるというサタンの言葉 (ことば)にだまされ、不従順 (ふじゅうじゅん)の罪 (つみ)を犯 (おか)しました（創 (そう)3:4～5）
3）ノア時代 (じだい)の人々 (ひとびと)にネフィリムがやって来 (き)ました（創 (そう)6:4～5）

2. イエス様 (さま)は最初 (さいしょ)の働 (はたら)きを婚礼 (こんれい)の家 (いえ)からはじめられました（ヨハ2:1～11）
1）最 (もっと)も楽 (たの)しい婚礼 (こんれい)の祝宴 (しゅくえん)でした
2）しかし、婚礼 (こんれい)の祝宴 (しゅくえん)にぶどう酒 (しゅ)がなくなる大 (おお)きなが生 (しょう)じました
3）イエス様 (さま)は水 (みず)がめの水 (みず)をぶどう酒 (しゅ)に変 (か)える奇跡 (きせき)を見 (み)せられました

3.奇跡 (きせき)の時間 (じかん)がありました
1）イエス様 (さま)は婚礼 (こんれい)に客 (きゃく)として招待 (しょうたい)されました
2）イエス様 (さま)を単 (たん)なる貴賓 (きひん)として迎 (むか)えてはなりません
3）イエス様 (さま)が婚礼 (こんれい)の祝宴 (しゅくえん)の主人 (しゅじん)になったとき、奇跡 (きせき)が現 (あらわ)れました



























[image: ][image: ]聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)の日 (ひ)）のために、
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげみことばを
私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)することまで、すべてが礼拝 (れいはい)です




にちよう
じゅんび



　
神 (かみ)は霊 (れい)ですから、神 (かみ)を礼拝 (れいはい)する者 (もの)は、霊 (れい)とまことによって
礼拝 (れいはい)しなければなりません。（ヨハネ4:24）
礼拝 (れいはい)時間 (じかん)に必要 (ひつよう)なものを準備 (じゅんび)できたかチェックするのに使 (つか)ってください

聖書 (せいしょ)　　　献金 (けんきん)　　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む


　　　　　　　タイトル

　　　　　　　聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)
















今週 (こんしゅう)握 (にぎ)るみことば　　　　　　　　　　今週 (こんしゅう)の祈 (いの)りの課題 (かだい)
聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
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３か


　　　　　　
しんでんの　きよめ










ヨハネ2:13～23　ユダヤ人 (じん)の過 (すぎ)越 (こし)の祭 (まつ)りが近 (ちか)づき、イエスはエルサレムに上 (のぼ)られた。そして、宮 (みや)の中 (なか)に、牛 (うし)や羊 (ひつじ)や鳩 (はと)を売 (う)る者 (もの)たちと両替人 (りょうがえにん)たちがすわっているのをごになり、細 (ほそ)なわでむちを作 (つく)って、羊 (ひつじ)も牛 (うし)もみな、宮 (みや)から追 (お)い出 (だ)し、両替人 (りょうがえにん)の金 (かね)を散 (ち)らし、その台 (だい)を倒 (たお)し、また、鳩 (はと)を売 (う)る者 (もの)に言 (い)われた。「それをここから持 (も)って行 (い)け。わたしの父 (ちち)の家 (いえ)を商売 (しょうばい)の家 (いえ)としてはならない。」弟子 (でし)たちは、「あなたの家 (いえ)を思 (おも)う熱心 (ねっしん)がわたしを食 (く)い尽 (つ)くす」と書 (か)いてあるのを思 (おも)い起 (お)こした。そこで、ユダヤ人 (じん)たちが答 (こた)えて言 (い)った。「あなたがこのようなことをするからには、どんなしるしを私 (わたし)たちに見 (み)せてくれるのですか。」イエスは彼 (かれ)らに答 (こた)えて言 (い)われた。「この神殿 (しんでん)をこわしてみなさい。わたしは、三日 (みっか)でそれを建 (た)てよう。」そこで、ユダヤ人 (じん)たちは言 (い)った。「この神殿 (しんでん)は建 (た)てるのに四十六年 (よんじゅうろくねん)かかりました。あなたはそれを、三日 (みっか)で建 (た)てるのですか。」しかし、イエスはご自分 (じぶん)のからだの神殿 (しんでん)のことを言 (い)われたのである。それで、イエスが死人 (しにん)の中 (なか)からよみがえられたとき、弟子 (でし)たちは、イエスがこのように言 (い)われたことを思 (おも)い起 (お)こして、聖書 (せいしょ)とイエスが言 (い)われたことばとをじた。イエスが、過 (すぎ)越 (こし)の祭 (まつ)りの祝 (いわ)いの間 (あいだ)、エルサレムにおられたとき、多 (おお)くの人々 (ひとびと)が、イエスの行 (おこ)なわれたしるしを見 (み)て、御名 (みな)を信 (しん)じた。

1.神殿 (しんでん)の栄光 (えいこう)を言 (い)われました
1）イスラエルの子孫 (しそん)が喜 (よろこ)びの心 (こころ)をもってささげた供 (そな)え物 (もの)をって幕屋 (まくや)を建 (た)てるようにと言 (い)われました（出 (しゅつ)25:1～40）
2）ダビデ王 (おう)が喜 (よろこ)びの心 (こころ)をもって供 (そな)え物 (もの)をささげて神殿 (しんでん)を建 (た)てる準備 (じゅんび)をし、ソロモン王 (おう)の時 (とき)に神殿 (しんでん)を完成 (かんせい)しました（Ⅰ歴 (れき)29:10～14）
3）捕虜 (ほりょ)から帰 (かえ)ってきたイスラエルの民 (たみ)がゼルバベルを中心 (ちゅうしん)に神殿 (しんでん)を再建 (さいけん)しました（ハガ2:1～9）

2.神殿 (しんでん)をきよめられました
1）イエス様 (さま)はむちを作 (つく)って神殿 (しんでん)をきよめられました（ヨハ2:15）
2）神殿 (しんでん)が羊 (ひつじ)や牛 (うし)、鳩 (はと)を売 (う)って、えするところになりました（ヨハ2:14～16）
3）弟子 (でし)たちは聖書 (せいしょ)のみことばに「あなたの家 (いえ)を思 (おも)う熱心 (ねっしん)がわたしを食 (く)い尽 (つ)くす」と書 (か)いてあるのを思 (おも)い起 (お)こしました（ヨハ2:17）

3.イエス様 (さま)が叱 (しか)られた理由 (りゆう)がありました
1）異邦人 (いほうじん)の庭 (にわ)だったからです
2）子 (こ)どもの庭 (にわ)だったからです
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聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)の日 (ひ)）のために、
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげみことばを
私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)することまで、すべてが礼拝 (れいはい)です



にちよう
じゅんび



聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
　
神 (かみ)は霊 (れい)ですから、神 (かみ)を礼拝 (れいはい)する者 (もの)は、霊 (れい)とまことによって
礼拝 (れいはい)しなければなりません。（ヨハネ4:24）
礼拝 (れいはい)時間 (じかん)に必要 (ひつよう)なものを準備 (じゅんび)できたかチェックするのに使 (つか)ってください

聖書 (せいしょ)　　　献金 (けんきん)　　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む


　　　　　タイトル

　　　　　聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)
















今週 (こんしゅう)握 (にぎ)るみことば　　　　　　　　　　今週 (こんしゅう)の祈 (いの)りの課題 (かだい)
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じゅうじか　じけん
いぜんの　みことば








ヨハネ14:26～27　しかし、助 (たす)け主 (ぬし)、すなわち、父 (ちち)がわたしの名 (な)によってお遣 (つか)わしになる聖霊 (せいれい)は、あなたがたにすべてのことを教 (おし)え、また、わたしがあなたがたに話 (はな)したすべてのことを思 (おも)い起 (お)こさせてくださいます。わたしは、あなたがたに平安 (へいあん)を残 (のこ)します。わたしは、あなたがたにわたしの平安 (へいあん)を与 (あた)えます。わたしがあなたがたに与 (あた)えるのは、世 (よ)が与 (あた)えるのとは違 (ちが)います。あなたがたは心 (こころ)を騒 (さわ)がしてはなりません。恐 (おそ)れてはなりません。

1.イエス様 (さま)が弟子 (でし)たちの足 (あし)を洗 (あら)ってくださいました（ヨハ13:1～20）

2.イエス様 (さま)は重要 (じゅうよう)な約束 (やくそく)をされました（ヨハ14:1～23）
1）天国 (てんごく)を話 (はな)されました（ヨハ14:1～3）
2）「わたしが道 (みち)であり、真理 (しんり)であり、いのちなのです」と言 (い)われました（ヨハ14:6）
3）聖霊 (せいれい)の奥義 (おくぎ)を言 (い)われました
 （1）「わたしを遣 (つか)わした父 (ちち)のことばなのです」と言 (い)われました（ヨハ14:24）
 （2）助 (たす)け主 (ぬし)である聖霊 (せいれい)について言 (い)われました（ヨハ14:26）
 （3）まことの平安 (へいあん)をくださると言 (い)われました（ヨハ14:27）

3.イエス様 (さま)が聖霊 (せいれい)のことを言 (い)われました
1）「つまずくことのないためです」と言 (い)われました（ヨハ16:1～4）
2）「わたしが去 (さ)って行 (い)くことは、あなたがたにとって益 (えき)なのです」言 (い)われました
（ヨハ16:7）
  - イエス様 (さま)が去 (さ)って行 (い)くと、助 (たす)け主 (ぬし)を送 (おく)ると言 (い)われました
3）真理 (しんり)の聖霊 (せいれい)が来 (こ)られてなさるみわざをわれました（ヨハ16:13～14）
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聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)の日 (ひ)）のために、
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげみことばを
私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)することまで、すべてが礼拝 (れいはい)です



にちよう
じゅんび



　
神 (かみ)は霊 (れい)ですから、神 (かみ)を礼拝 (れいはい)する者 (もの)は、霊 (れい)とまことによって
礼拝 (れいはい)しなければなりません。（ヨハネ4:24）
礼拝 (れいはい)時間 (じかん)に必要 (ひつよう)なものを準備 (じゅんび)できたかチェックするのに使 (つか)ってください

聖書 (せいしょ)　　　献金 (けんきん)　　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む


　　　　　タイトル

　　　　　聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)
















今週 (こんしゅう)握 (にぎ)るみことば　　　　　　　　　　今週 (こんしゅう)の祈 (いの)りの課題 (かだい)
聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
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がくいんふくいんか
４か

　　　　　　


さいごの　やくそく








[bookmark: _GoBack]ヨハネ21:15～18　彼 (かれ)らが食事 (しょくじ)を済 (す)ませたとき、イエスはシモン・ペテロに言 (い)われた。「ヨハネの子 (こ)シモン。あなたは、この人 (ひと)たち以上 (いじょう)に、わたしを愛 (あい)しますか。」ペテロはイエスに言 (い)った。「はい。主 (しゅ)よ。私 (わたし)があなたを愛 (あい)することは、あなたがご存 (ぞん)じです。」イエスは彼 (かれ)に言 (い)われた。「わたしの小羊 (こひつじ)を飼 (か)いなさい。」イエスは再 (ふたた)び彼 (かれ)に言 (い)われた。「ヨハネの子 (こ)シモン。あなたはわたしを愛 (あい)しますか。」ペテロはイエスに言 (い)った。「はい。主 (しゅ)よ。私 (わたし)があなたを愛 (あい)することは、あなたがご存 (ぞん)じです。」イエスは彼 (かれ)に言 (い)われた。「わたしの羊 (ひつじ)をしなさい。」イエスは三度 (さんど)ペテロに言 (い)われた。「ヨハネの子 (こ)シモン。あなたはわたしを愛 (あい)しますか。」ペテロは、イエスが三度 (さんど)「あなたはわたしを愛 (あい)しますか」と言 (い)われたので、心 (こころ)を痛 (いた)めてイエスに言 (い)った。「主 (しゅ)よ。あなたはいっさいのことをご存 (ぞん)じです。あなたは、私 (わたし)があなたを愛 (あい)することを知 (し)っておいでになります。」イエスは彼 (かれ)に言 (い)われた。「わたしの羊 (ひつじ)を飼 (か)いなさい。まことに、まことに、あなたに告 (つ)げます。あなたは若 (わか)かった時 (とき)には、自分 (じぶん)で帯 (おび)を締 (し)めて、自分 (じぶん)の歩 (ある)きたい所 (ところ)を歩 (ある)きました。しかし年 (とし)をとると、あなたは自分 (じぶん)の手 (て)を伸 (の)ばし、ほかの人 (ひと)があなたに帯 (おび)をさせて、あなたの行 (い)きたくない所 (ところ)に連 (つ)れてきます。」

1.イエス・キリストが十字架 (じゅうじか)で勝利 (しょうり)しました
1）十字架 (じゅうじか)ですべてを完了 (かんりょう)されました（ヨハ19:30）
2）金持 (かねも)ちの新 (あたら)しい墓 (はか)に葬 (ほうむ)られました（ヨハ19:38～42）
3）週 (しゅう)の初 (はじ)めの日 (ひ)に、朝 (あさ)早 (はや)くまだ暗 (くら)いうちに墓 (はか)は空 (あ)いていました（ヨハ20:1～10）
4）復活 (ふっかつ)されたキリストがマグダラのマリヤに現 (あらわ)れました（ヨハ20:11～18）
5）トマスがいないとき、弟子 (でし)たちに現 (あらわ)れました（ヨハ20:19～23）
6）疑 (うたが)いの多 (おお)いトマスに現 (あらわ)れました（ヨハ20:24～29）
7）イエス様 (さま)がキリストであることをあかししました（ヨハ20:30～31）

2.最後 (さいご)に約束 (やくそく)されました（ヨハ21:15～18）
1）ペテロのところに来 (こ)られたイエス様 (さま)は「あなたはわたしを愛 (あい)しますか」と尋 (たず)ねました
（ヨハ21:15～17）
2）「わたしの小羊 (こひつじ)を飼 (か)いなさい」と言 (い)われました（ヨハ21:15～17）
3）「あなたの行 (い)きたくない所 (ところ)に連 (つ)れて行 (い)きます」と言 (い)われました（ヨハ21:18）
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にちよう
じゅんび
聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)の日 (ひ)）のために、
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげみことばを
私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)することまで、すべてが礼拝 (れいはい)です





聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
　
神 (かみ)は霊 (れい)ですから、神 (かみ)を礼拝 (れいはい)する者 (もの)は、霊 (れい)とまことによって
礼拝 (れいはい)しなければなりません。（ヨハネ4:24）
礼拝 (れいはい)時間 (じかん)に必要 (ひつよう)なものを準備 (じゅんび)できたかチェックするのに使 (つか)ってください

聖書 (せいしょ)　　　献金 (けんきん)　　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む


　　　　　タイトル

　　　　　聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)
















今週 (こんしゅう)握 (にぎ)るみことば　　　　　　　　　　今週 (こんしゅう)の祈 (いの)りの課題 (かだい)
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